
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度  

1月号 

★教育目標 郷土を愛し、未来を築く人間の育成 
・健康な生徒（体）   ・創造する生徒（知）   

・実行する生徒（意）  ・感動する生徒（徳・情） 

 ★重点教育目標  

「互いに認め合い、学び合う生徒」の育成 

二海郡八雲町東雲町 31 番地１  

  E-mail : yakumo-jh@town.yakumo.hokkaido.jp  

群青 
八雲町立八雲中学校 

「残り３カ月」～ １年間のまとめと来年度に備えて！！ ～ 

八雲町立八雲中学校 教頭 浅利  仁 

 

１月下旬に日本列島を強い寒気が覆い、冬型の気圧配置が続きました。日本海側を中心に大雪や暴

風による交通障害への注意喚起が気象庁より出されていました。２月以降も寒さが続く見通しです。

学校は、今のところ感染症（インフルエンザ、コロナ等）の大きな流行はなく、このまま予定通りに

教育活動が進んでいくことを願っています。増田校長先生が入院加療中であることは、すでに文書で

お知らせしました。無事に２月中旬に戻られることを祈るばかりです。 

さて、冬休み明け学校が再開して２週間経ちました。多くの生徒が冬休みを無事に過ごし登校でき

たことをうれしく思います。これから３月までの学校生活は、登校日数が５０日ほどで、とても早く

過ぎていく期間と言われます。この期間は今年度のまとめや来年度の準備をする期間でもあります。

個人として、学級として、学年として、学校として、どうなりたいかの考えを一人一人がもち、仲間

とともに切磋琢磨して過ごしてほしいです。特に３年生にとっては、いよいよ中学校３年間、義務教

育９年間の終わりを迎える時期です。「中学校卒業後の進路」を実現することは、今まで経験したこと

のない未知の領域です。１２月の三者面談以降、受験校決定、願書作成や面接練習など不安や緊張の

連続なのではと思います。受験に向けて最後の追い込みをする生徒も多いとは思いますが、残りの学 

校生活を悔いなく過ごせるよう学校では学年団を中心にサポートしていきたいと思 

います。今まで支えてくれた多くの方々へ感謝や恩に報いる思いをもって、受験、卒 

業と突き進んでほしいです。 

年間の伝統行事である節分が２月３日に行われます。「節分」は春夏秋冬の分かれめで 

年４回あるのですが、今は春の節分だけ行事として残っているそうです。３月には「桃の 

節句」が控えています（節句は年５回あるそうです）が、年を重ねても、時代が変わっても日本の伝

統行事を通し季節を感じる和の心を大切にしたいものです。節分は、「冬にたまった邪気を払って、春

の訪れを迎える」、「鬼を追い払い、福を家に招き入れる」という伝統文化でもあると言えます。さら

に、最近では恵方に向かって太巻き寿司（「丸かぶり」「丸かぶり寿司」とも呼ばれる）を無言で頬張

りながら食べると願いが叶う関西圏の風習「恵方巻」も全国的に行われるようになりました。八雲中

学校の皆さん（生徒、保護者、教職員）も健康で、元気に学校生活を過ごせますように！ 

ちなみに今年の恵方は「南南東（やや南）」です。 「鬼は外！ 福は内！！」 
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